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日 本 鱗 次 学会 第 35 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1988 年 ・ 京 都 ) 
講演 日 : 1988 年 11 月 5 - 6 日 
会 。 場 : 京 都 府 立 大 学 
1. シー ボル ト の 絵師 川原 鹿賀 の 描い た 昆虫 図譜 一 一 鱗 次 目 を 中 心 と し て 一 一 上 田 恭一 郎 


川原 慶 賀 (1786 ?) ( 字 は 登 与 助 ) は 長崎 の 町 絵師 で , や は り 画 家 で あっ た 父 香山 , つい で 当時 の 長崎 
画壇 の 実力 者 で あっ た 石崎 融 思 に 師事 し た . 江戸 時 代 に 外国 と 日 本 を つなぐ 唯一 の 場所 で あっ た 出島 に , 慶 
賀 は 25 才 の ころ 出入 り を 許さ れ , オラ ンダ 人 に 多く の 絵 を 描い て その 生計 を 立て て いた ( 兼 重 , 1987). 鹿 
賀 は 37 才 の と き , 来 日 し た シー ボル ト に その 才 を 認め られ , 以後 彼 の た め に 日 本 の 風俗 歴史, 風景 , そ 
し て 自然 史 資 料 に つい て 膨大 な 量 の 絵 を 描い た . 慶 賀 の 作品 の ほとん ど は オラ ンダ の ライ デン 民族 学 博物 
館 に 収蔵 さき れ て いた た めか , これ まで あま り 世 に 知ら れ な か っ た が , 最近 個展 な ども 開か れる よう に な っ て 
き て いる . 

演者 は 昨年 ライ デン 自然 史 博 物 館 に て シー ボル ト 標 本 の 調査 を 行っ た 際 , 慶 賀 の 描い た ' 貝 譜 」 を 調査 す 
る 機会 を 得 た . これ に は 183 図 の 絵 が 描か れ , その 中 に 図案 化 さ れ た 72 図 の 鱗 次 類 と と も に 幼虫 23 図 , 
9 図 , 黄 2 図 , 成虫 20 図 の 鱗 期 目 昆虫 が 認め られ た . また 本 調査 の 代表 者 熊本 大 学 の 山口 隆男 助教 授 は ラ 
イデ ン 民 族 学 博物 館 に て , 慶 賀 が シー ボル ト 来 日前 の 出島 館長 ブロ ム ホ フ の た め に 描い た 「 貝 譜 」 を 見 い だ 
し た が , これ に は 幼虫 21 図 , 成虫 5 図 の 鱗 区 目 昆 虫 が 認め られ た 。 ブロ ム ホ フ 「 虫 譜 」 と シー ボル ト 「 虫 
譜 」 を 比較 する と , シー ボル ト の 指導 に よる も の と 思わ れる が , 変態 過程 が 導入 され た り , 各 図 の 形態 的 正 
確 さ が 増し て いる こと な ど , 近代 昆虫 学 の 知識 が 反映 され て いる と と が 明らか で 興味 深い . また 慶 賀 の この 
よう な 「 虫 議 」 は, 江戸 時 代 末期 に 長崎 の 人 々 が 身の回り の 鱗 次 目 昆 躍 に どの よう な 知識 を も ぁ っ て いた か , 
責 重 な 参 考 資料 と な る と 思わ れる の で 報告 する . な お 本 調査 は 文部 省 の 科研 費 に よる 海外 学術 調査 と し て 
行わ れ た . 





2. 幻 の 虐 , Ogygioses caliginosa ISSikI & STRINGER (Palaeosetidae) の ベー ル を は で 黒子 浩 

ュ コウ モリ ガ 上 科 に 属す る Oggzoses caligionsa (コウ モリ ガ モ ド キ , 仮称 ) の 生態 に つい て は , ほとん と 
知ら れ て いな い . 本 年 (1988) 6 月 台湾 阿里 山 に 5 度目 の 入山 を し , 生態 的 に 興味 ある 部 分 を 解明 し 得 た の 
で 報告 する . 

群 飛 : 成虫 は 発生 地 に お いて 典型 的 な 群 飛 を 行う . 群 飛 は 通常 2 - 数 頭 で 行わ れる が , と き に は 20-30 
頭 程 の 大 集団 を 作る こと も ある . 群 飛 の 幅 は 10 - 20 cm, 上 下 は 10 - 15 cm 位 で , 各個 体 は 振子 状 の 水平 運 
動 を する . 大 き な 集 団 に な る と 上 ・ 下 2 段 に 分 れる こと と が ある . 風 が 吹く と 流さ れ 風 上 を 向い て 飛ぶ . 群 飛 
の 構成 員 は すべ て 雄 で あっ た . 群 飛 が 始ま る 前 や 群 飛 の 最 中 , 付近 の 葉 上 に 交尾 中 の ヵ カッ プル が み ら れ る こ 
と は , 群 飛 の た め の 一 連 の 行動 は 雌雄 を 群 飛 地 に 誘導 し , 交尾 の た め の 機 会 を 与え る と いう 意味 が ある も の 
と 解釈 され る . 

群 飛 は 午後 2 時 頃 よ り 始 まり , 5 - 6 時 頃 ま で み ら れ る が , この 時 間 帯 に 日 が 照 っ て いた の で は 行わ れ な 
い . 霧 が か か り 照 度 が 下降 し , 約 7.000 ルッ クス に な る と 群 飛 が 開始 され , 5.000-2.000 ル ックス に お いて 
盛ん に 行わ れる . し か し 薄 日 が さ し 照 度 が 上 昇 す る と 群 飛 は 中 止 さ れる . 午後 6 時 を 過ぎ る と 照度 が 好適 で 
あっ て も 群 飛 は ほとんど み ら れ な く な る . これ は 気温 の 低下 に ょ る 影響 で あろ う . 

生活 史 : 卵 は 0.42x0.32 mm, 卵 形 を な し , 粘着 物 に より ュ ケ の 葉 面 な ど に 1 個 ずつ 付着 する . 産卵 当 
初 は 黄 白色 , 2 時 間 後 に は 灰色 と な り , 数 時 間 た つと 黒色 に な る . 1 雌 平 均 52 個 産卵 . 卵 期間 は 約 25 日 ( 平 
均 気温 25 で ). 1 齢 幼 氷 は へ チマ ゴケ ヶ 属 の 一 種 ( 群 類 ) に 上 り 吐 糸 し , 革 葉 を 摂 食す る . 生育 に と も な い 台 
湾 産 の コケ の 欠乏 に より 日 本 産 の ウツ クシ ナギ ゴケ モドキ ( 辞 類 ) を 与え た と ところ, この 根本 近く に ク そ の 巣 
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状 に 吐 糸 し トン ネル を 作り , ュ コケ を 食べ て 現在 生育 中 で ある . 


3. 東北 地方 北部 と 北陸 地方 中 部 に み ら れ る 黒 化 型 紫 類 の 多発 地帯 に つい て 大 和田 守 
工業 地帯 の 召 煙 に よる 汚染 が 原因 で お こる 時 化 現象 の ほか に , 原因 は よく 分 か ら な い 場 合 が 多い の だ が , 
ある 特定 の 地方 に 黒 化 型 が 多く 出現 する 例 を KETTLwELL (1973) は , 英国 か ら 記録 し て いる . 日 本 に も こ 
の よう な 例 が 確か に ある の で 紹介 し た い . 

アオ バハ ガタ ョ トッ ウ Aztvaleria viridimacula に 褐色 型 が ある こと は 杉 (1982, 日 本 産 虹 類 大 図鑑 ) に よ 
り 示 され た が , その 後 , 全国 の アン ケー ト 調 査 で , この 型 が 岩手 , 秋田 , 青森 各 県 と , 渡島 半島 に 見 られ , 
秋田 県 北部 と 青森 県 で は 出現 頻度 が きわ め て 高い (20 - 50%) こ と が 明らか に な っ た . また , 秋田 県 北部 の 
褐色 型 の 多発 地帯 で は ケン モン ミド リキ リア ガ Dagseochaeta viridis の 黒 化 型 が 6 頭 採集 きれ て お り , この 地方 
に 黒 化 型 が 出る 何ら か の 原因 が ある こと は 予想 され る が , まだ 特定 され て は いな い ( 大 和田 , 1983, 国立 科 
博 専 報 No.16). 

これ と よく 似 た 地域 が 日 本 に は も う 5 1 か 所 ある . ゴマ ケン モン oz ZZ の 完全 な 黒 化 個体 が 富山 県 
か ら 3 例 報告 が あり ( 杉 , 1968, 1970 ; 南山 , 1979), また , 新潟 県 の 妙高 高原 で も 採集 きれ て いる (佐藤 , 
1985) が , それ ぞ れ 1 例 だ け で あっ た . し か し , 素 魚 川 市 小滝 の 明星 山南 区 で は か な り の 個体 数 が 採集 され 
て いる . ここ は , 石灰 岩 の 巨 大 な 岩 壁 が あり , ツゲ や イワ シモ ッ ケ を 食べ る 岩場 の 峨 の 大 産地 で , この 黒い 
岩 壁 が 黒 化 個 体 の 維持 に 役立っ て いる に 違い な い . な お , この 黒 化 型 は 中 間 型 が 出 な い . また , ここ に は り 
ン ゴ ッ ノ テ ダ シャ ク Phthonosema tendinosaria の 黒 化 個体 も 多い , 本 種 の 黒 化 個 体 の 多発 の 例 は 石川 県 南 
部 で 富沢 (1984, 誘 峨 姓 No.96) が 詳し く 報 告 し て お り , 石川 県 か ら 新潟 県 西部 は 黒 化 型 峨 類 の 多発 地帯 と 
いっ て 良い と 思わ れる . 


4 . 鱗 超 類 の 超 の か た ちの 形成 に つい て 吉田 昭 広 
鱗粉 類 の 成虫 災 の か た ち は , 工 の 期 芽 の 辺 縁 部 の 細胞 が , 退化 ・ 消 和 失 し , 残っ た 部 分 が 成虫 分 化 を 遂げ る 
こと に よっ て 形成 され る (F. SUFFERT, 1929. Wilh. Roux' Arch.120: 229 - 383). この , 次 の か た ちの 形成 
時 に み ら れ る , 細胞 の 退化 ・ 消 失 (すなわち , 「 細 胞 死 」) の 現象 に つい て , モン シロ チョ ウゥ を 用 いて 検討 し 
YS 

映 束 芽 の うち , 後に 細胞 死 を 起こ す 領 域 を 「 退 化 域 」, 成虫 分 化 を 遂げ る 領域 を 「 分 化 域 」 と 呼ぶ こと に 
する . 退化 城 は , (SOFFERT が 退化 域 を 認め て いな い ) 前 超 前 縁 も る 含め て , すべ て の 辺 緑 部 に 存在 する . た 
だ し , 前 次 前 銀 の 退化 域 は , 他 の 辺 縁 部 に 比べ て 著しく 狭い . 

暴 次 芽 の 辺 緑 部 の 細胞 死に よっ て 生じ た ( 由 ク チク ラ で 囲ま れ た ) wing case 内 で は , 成虫 分 化 を 起こ し 
た 郊 芽 の 辺 縁 部 か ら , 細長 い 毛 が ほほ case 内 いっ ぱい に 伸びる. た だ し , 辺 緑 部 の うち , 退化 域 が いち じ 
くし く 狭 い 前 次 前 綴 で は , この 毛 は 極め て 短 か い . 

前 次 上 面 で は , 幅 クチ クラ の 外観 か ら , 分 化 域 と 退化 域 の 境界 を , 幅 化 直後 か ら 知 る こと が で きる . 前 次 
外縁 の ' 境界 」 近 く の 退 化 域 に , 遇 化 直後 に アル ミ 秒 の 小片 を 刺 入 する . 羽化 し た 成虫 の 次 の 辺 縁 部 の 毛 は , 
この アル ミ 特に 接し て いた 部 位 で は , 著しく 短く な っ て いる ., この 結果 は , 農 次 芽 の 辺 縁 部 に 起こ る 細胞 死 
は , 辺 縁 部 の 細長 い 毛 の 正常 な 発生 の た め の , 必要 条件 の 一 つ で ある こと を 示し て いる . 

この , 前 次 前 に み ら れ ず , 他 の すべ て の 辺 緑 部 に 存在 する 細長 い 毛 は ,「 速 く 飛 ぶな と き に 次 の 後方 に 生 
じ る と 思わ れる , 乱 流 の 領域 を 小さ くす る 機能 」 を も つの で は な いか , と の 行動 学 上 の 仮説 を 提出 し た . 


5. ヒメ ギフ チョ ウ 族 の 分 化 に つい て 者 える 新川 勉 
Luehdorfia 属 の 分 化 た に つい て は 諸説 が ある が , 著者 は 性 交尾 器 に つい て 多数 の 個体 を 調査 比較 する 機 
会 が あっ た . これ に つい て は 『 昆 虫 と 自然 』1988 年 4 月 号 に その 結果 を 詳し く 発 表し た . その 報 文 で も 
7aponica と. の zz2097 に お いて は 明確 に 種 問 の 差 が あり, 300 個体 程 の 中 に 両 種 の 紛らわしい 個体 は みあ た 
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